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●「PATENT  ATTORNEY」 は 
　「弁理士」のことです。 
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●福岡県／伝統文化・地域史研究者（37歳） 
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　　　 私の著作した著作物を他人に 
　　 無断でしようされない方法を 
教えて下さい。 

　　　「著作権法上、一定の要件を

　　 満たせば、他の方が執筆された

文章等を引用することが認められて

います（著作権法32条）。「引用が

認められる」ということは、裏を返

せば「無断で使用する行為を防ぐこ

とができない」ともいえます。また、

個人的な使用も認められています。 

　ただ、牽制をかける方法は考えら

れます。例えば、「無断複製を禁ず」

といった記載を施す手段が一般に使

われています。他に、著作権 

法上の侵害行為を記載し注意 

喚起を行うことや、許諾を受けるた

めの連絡手段を明示することが有効

と思われます。 

　使用する側としては、違法行為と

認知していない場合と、知りながら

も使用する場合があります。前者に

対しては、注意喚起が有効であり、

後者に対しては、権利者側の侵害に

対する姿勢を明らかにすることで、

使用の差し控えを促すことができま

す。」 

◎このコーナーでは知的財産権に関する皆さまの質問に
お答えします。質問事項を記載して、下記の住所にハガ
キまたはFAX.03-3519-2706で日本弁理士会 広報・支援・
評価室「Q&A係」までお送りください。 

阪間和之（作） 飯岡菜子（画） 
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◎
ヒ
ッ
ト
商
品
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た 

特許庁からのお知らせ 

　 
　１８８５年（明治１８年）４月１８日、専売特許条
例（現在の「特許法」）が公布され、日本の特許
制度が制定されました。これ以降、多くの発明
家の創作意欲がかきたてられて技術が飛躍的
に向上し、我が国産業の発展に大きな役割を
果たしてきました。 
　この公布の日を記念して、産業財産権制度（特
許、実用新案、意匠、商標制度の総称）の普及・
啓発を図ることを目的に、１９５４年（昭和２９年）
に「発明の日」が制定されました。 

 
　今年は、専売特許条例の公布から125周年
を迎えます。特許庁では、125周年を記念して、
あらためて産業財産権の重要性を理解してい
ただくために、著名な発明者等から、若者に向
けたメッセージをＨＰで発信していくなどの事業
を行っていこうと考えています。 

　ご不明な点がありましたら、特許庁総務課広報
班（03-3581-1101（代）／内線2108）までお問
い合わせ下さい。 

4月18日は「発明の日」 
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　知的財産権制度と弁理士の業
務について、イラストや図を使って
わかりやすく解説したパンフレット 
「弁理士Info」及び季刊誌パテント・
アトーニーのヒット商品を支えた知
的財産権と題して連載してきた内
容を１冊にまとめた「ヒット商品は
こうして生まれた！」等のパンフレッ
トがあります。 

　一般の方には原則として無料で
差し上げております。（送料は当会
で負担します） 
　ご希望の方は、下記ご連絡先ま
でお問い合わせください。 

「弁理士Ｉｎｆｏ」 
「ヒット商品を支えた知的財産権」 

のご案内 

◆連絡先  広報・支援・評価室◆ 
　ご希望のパンフレット名と部数、
ご送付先、お電話番号を明記の上、
下記までお申込みください。 
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▲  「
ヒ
ッ
ト
商
品
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
！
」
 

い
よ
い
よ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

で
の
出
願
に 

一
本
化
か
… 

時
代
も 

変
わ
る
な
〜 

3
月
31
日
で
 

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
出
願
が
 

廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
 

会
社
に 

行
け
な
い
時
で
も 

手
続
き
さ
え 

と
っ
て
あ
れ
ば 

自
宅
で
出
願
も 

で
き
ま
す
。 

で
も 

持
ち
帰
る
と 

ず
っ
と
仕
事
を 

し
そ
う
だ
な
… 

明
日
か
ら 

会
社
に 

出
ら
れ
な
い
… 

  

…
…
え
っ
！ 

息
子
が
、新
型 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

 

に
か
か
っ
た
？ 

緊
急
時
に
も 

あ
の
件
は 

出
願
済
み
で
す
。 

在
宅
で 

出
来
て 

良
か
っ
た
… 

備
え 

あ
れ
ば 

憂
い
な
し
… 

対
応 

で
き
ま
す
。 

2424時間 時間   働けますか？ 働けますか？ 

「発明の日」の由来 「発明の日」の由来 「発明の日」の由来 

今年は125周年 今年は125周年 今年は125周年 
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ヒット商品は、こうして生まれた！ 

（京 都） 

31

人
そ
れ
ぞ
れ 

特
許
業
務
法
人
み
の
り
特
許
事
務
所 

弁
理
士
　
重
本 

博
充 

　永久運動の発明であると主張して
特許出願をすると、自然法則を利用
した技術的思想の創作ではない（す
なわち、発明の定義に該当しない。）
として拒絶されますが、そのような特
許出願は結構多いものです。この種
の発明に対しては、いくつかの国際

特許分類が用意されていて、機械的なものはF03G7/10（永
久運動といわれるもの）に、流体力学的なものは
F03B17/04（永久運動といわれるもの）に、電気的なもの
はH02K53/00（永久運動を行なう回転電機であると主張

するもの）またはH02N11/00（他に分類されない発電機ま
たは電動機;電気的または磁気的手段により永久運動を
得たと主張するもの）に分類されます。最初の三つの分
類は永久運動だけが分類されますので、この三つの国際
特許分類のいずれかが付与されている特許出願を、特許
電子図書館の特許・実用新案検索の公報テキスト検索で
「公開特許公報」を指定して検索すると727件がヒットしま
す（2010年2月現在）。一方、「特許公報」（特許になって
いるもの）を検索すると、驚くことに5件がヒットします。永久
運動について特許が付与された訳ではないと思いますが、
調べてみれば面白いかもしれません。 （弁理士 鈴木利之） 

 

「ココセコム」 
特　　許　第４３０２４７４号 
　　　　　第３８８６４５５号　ほか 
意匠登録　第１２１２４４２号 
商標登録　第４６３４４９２号　ほか 

　
セ
コ
ム
株
式
会
社
の「
コ
コ
セ
コ
ム
」は
、

対
象
者
が
所
持
し
た
り
、車
な
ど
に
搭
載

し
た
専
用
端
末
の
位
置
情
報
を
提
供
し
、

さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
同
社
の
対
処
員
が

現
場
急
行
し
て
対
象
を
救
援
あ
る
い
は
捜

索
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。 

　
自
動
車
な
ど
の
盗
難
、子
ど
も
の
誘
拐
、

高
齢
者
の
徘
徊
な
ど
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
た
1
9
9
0
年
代
後
半
、屋
外
で
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
た
め
、同
社
は

世
界
中
の
測
位
技
術
を
リ
サ
ー
チ
し
て
い
た
。

従
来
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

で
は
、警
備
対
象
は
固
定
的
な
場
所
で
あ

る
の
に
対
し
、屋
外
の
警
備
対
象
と
な
る
車

や
人
は
動
く
。そ
の
位
置
を
正
確
に
キ
ャ
ッ

チ
す
る
、新
た
な
技
術
が
必
要
だ
っ
た
。「
21

世
紀
の
お
守
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ス
テ

ム
の
実
現
に
は
、小
型
・
低
消
費
電
力
・
高
感

度
な
専
用
端
末
と
、高
精
度
か
つ
日
本
全

国
で
使
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
を
準

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

　
2
0
0
0
年
5
月
、米
・
ク
ア
ル
コ
ム
社

が
G
P
S
と
携
帯
電
話
の
電
波
を
使
っ
た

測
位
精
度
の
高
い
技
術
を
開
発
す
る
と
、

同
社
は
す
ぐ
さ
ま
技
術
協
力
を
と
り
つ
け
、

わ
ず
か
10
ヵ
月
先
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始

を
目
指
し
た
。携
帯
電
話
と
は
異
な
り
、位

置
情
報
提
供
に
必
要
な
機
能
に
絞
り
込
ん

だ
専
用
端
末
を
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
。

位
置
情
報
受
信
の
仕
組
み
か
ら
、発
見
後

の
人
的
対
応
ま
で
含
め
た
、技
術
と
人
が

関
わ
る
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
も
並
行

し
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。当
初
3
人

で
始
ま
っ
た
開
発
は
、あ
っ
と
い
う
間
に
社

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
を
巻
き
込
ん
だ
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ
た
。「
G
P
S
を
使
っ

た
世
界
初
の
商
用
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
意
義
、

そ
の
熱
意
を
協
力
企
業
を
含
め
た
開
発
ス

タ
ッ
フ
に
伝
え
ま
し
た
」と
技
術
開
発
本
部

開
発
セ
ン
タ
ー
通
信
G
の
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア・

寺
本
浩
之
さ
ん
は
振
り
返
る
。 

　
し
か
し
、同
年
11
月
に
で
き
た
最
初
の
端

末
試
作
器
は
、ま
と
も
に
測
位
す
る
事
も
お

ぼ
つ
か
な
か
っ
た
。よ
う
や
く
測
位
シ
ス
テ
ム

が
動
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
年
末
で
、年
明

け
早
々
か
ら
開
発
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
全
国
規

模
の
測
位
実
験
に
入
っ
た
も
の
の
、今
度
は

満
足
な
精
度
を
得
ら
れ
な
い
問
題
に
ぶ
つ
か

る
。狭
い
地
域
に
携
帯
電
話
設
備
が
密
集
す

る
日
本
で
は
、ア
メ
リ
カ
で
開
発
し
た
シ
ス
テ

ム
を
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
な
か
っ
た
事
が
原

因
で
、こ
こ
か
ら
さ
ら
に
日
本
の
環
境
へ
最
適

化
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
る
事
に
な

る
が
、こ
の
間
4
月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
延
期
の

声
は
ど
こ
か
ら
も
出
な
か
っ
た
と
い
う
。そ
し

て
、つ
い
に
当
初
の
目
標
ど
お
り
、2
0
0
1

年
4
月
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

　
開
発
と
同
じ
ス
ピ
ー
ド
が
知
的
財
産
の

確
保
に
も
求
め
ら
れ
る
。技
術
開
発
本
部

技
術
管
理
室
知
的
財
産
G
・
中
村
俊
則
さ

ん
は「
各
知
財
部
員
が
自
分
の
問
題
と
し

て
捉
え
、開
発
と
一
緒
に
走
り
な
が
ら
」
対

応
し
て
い
る
と
い
う
。「
走
っ
て
い
る
開
発
に
、

知
財
が
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
」と
い
う
強
い
思
い
に
よ
る
。「
サ
ー
ビ

ス
業
に
と
っ
て
、第
一に
守
る
べ
き
は
ブ
ラ
ン
ド
。

似
て
非
な
る
も
の
が
出
た
と
き
に
ブ
ラ
ン
ド

を
守
る
の
が
知
財
」だ
と
中
村
さ
ん
は
い
う
。

端
末
の
使
い
や
す
さ
、低
料
金
に
加
え
、同

社
の
ブ
ラ
ン
ド
力
に
よ
っ
て
、「
コ
コ
セ
コ
ム
」

は
屋
外
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
分
野
で
高
い
支
持

を
得
て
い
る
。 

商標登録   第５０５３３６６号 

　草加せんべいは、古くから日光街道の
草加宿付近の名物として知られていました。
草加は「米どころ」として稲作農耕が盛ん
であったため良質な米と水があり、加えて
醤油が身近にあったため、明治から大正に
かけて地場産業として盛んに製造されるよ
うになりました。現在も草加市内には約６０
軒のせんべい製造所や販売所があります。 
　「パリッ」とした食感・お米のうまみ・醤油
のかおりが草加せんべいの特徴です。米
粉を練り伸ばして型抜きし、乾燥させて生
地を作り、その生地を草加せんべい独特
の押瓦で焼きむらなく風味よく焼いて製造
されます。現在は機械化されつつありますが、
昔ながらの天日干しや手焼きも行われてい
ます。是非とも一度ご賞味ください。 
　また、品質の管理と安全性の確保への
取り組みにより、原材料・製法へのこだわり
の証である（財）食品産業センターの地域
食品ブランド
表示基準制
度「本場の本
物」にも平成
18年に認定さ
れております。 

　1200年を超え
る伝統を誇る古
都、京都。世界文
化遺産登録の各
寺院をはじめとす
る古社名刹の境
内は、四季を通じ桜、新緑、紅葉と様々な表情
を見せ、多くの来訪客を魅了しています。工芸
品や伝統産品も当然数多く、商標関係を見ても、
地域団体商標制度導入時には全国トップクラ
スの出願、登録数となっています。 
　このように、伝統文化面がクローズアップさ
れる一方で、大学も数多い京都は、最先端の
研究拠点となっている側面を持っています。ま
た歴代の都人は、伝統文化を重んじつつも、そ
れらを現代に活かしさらに発展させるという柔
軟性を持ち合わせています。科学技術関連で
社会に貢献している現在の大企業にも、スター
トは京都発ベンチャーからだったというケースが
数多くあるのはその現われかも知れません。 
　産業財産権の保護には府、市ともに積極策
を講じており、産官学連携の推進についても
大学発ベンチャーの誕生など、多様な成果が
見られます。 
　私をはじめ京都地区会所属の弁理士はそ
れぞれの所属先で、こうした魅力の
集合体とも言える京都を知財面
からサポートしています。修学旅
行以来訪れてないな、と言う貴
方も、大人になった今、季節を
問わず魅力満載の京都に早速、
足をお運びください。 

21世紀のお守り 

　「
蓼
食
う
虫
も
好
き
好
き
」 

と
は
い
う
が
、世
の
中
の
科
学
者
は
本
当
に
様
々
な

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。ふ
つ
う
に
考
え
て
、そ
の

数
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
物
事
の
数
よ
り
も
少
な
い
。

文
明
が
発
達
し
た
現
代
で
あ
っ
て
も
、わ
か
っ
て
い
る

事
は
一
握
り
な
の
だ
ろ
う
。 

　
勿
論
、百
年
前
よ
り
今
、昨
日
よ
り
今
日
の
方
が

謎
は
解
明
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
は
次
々
と
発
表
さ
れ

て
い
る
研
究
成
果
の
量
を
見
れ
ば
理
解
で
き
る
。
事

実
、百
年
前
よ
り
今
の
方
が
、少
な
く
と
も
日
本
で

は
、人
々
の
生
活
は
格
段
に
便
利
に
な
っ
た
。そ
れ
に

伴
い
新
た
な
問
題
が
起
き
る
事
も
あ
る
が
、そ
れ
を

解
決
す
る
の
も
ま
た
科
学
者
だ
。 

　
あ
る
機
関
が
行
っ
た「
科
学
者
の
イ
メ
ー
ジ
」に
つ

い
て
の
国
民
調
査
で
は
、良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る

人
の
数
は
、悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
の
数
よ

り
多
か
っ
た
。
問
題
の
解
決
に
真
摯
に
向
き
合
う
姿

や
、日
本
の
技
術
力
を
支
え
て
来
た
功
績
を
良
い
と

し
、浮
世
離
れ
を
悪
い
と
す
る
意
見
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

　
世
の
中
に
善
い
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い
る
よ
う

に
、科
学
者
も
様
々
だ
ろ
う
。で
も
、最
近
は
心
配
に

な
る
ほ
ど
浮
世
離
れ
し
た
科
学
者
は
見
な
い
よ
う
に

思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鈴
木
） 

　このコーナーに掲載御希望の方は、“特産品”のプロ

フィール・連絡先をＦＡＸ：03-3519-2706までお送りください。 
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